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４
月
４
日
、
愛
別
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上
川
中
央
農

業
協
同
組
合
第
17
回
通
常
総
会
が
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
と
両
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
・
農
業
関
係
団
体
・
系
統
連
合
会

の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
大
村
組
合
長
よ
り
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
と

昨
年
の
事
業
報
告
、
今
後
の
事
業
の
方
針
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
い
、

ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
上
川
町
長
西
木
光
英
様
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚

生
連
会
長
・
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
会
長
の
西
本
護
様
よ
り
お
祝
い

の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
成
田
真
市
さ
ん
（
愛
別
地
区
）・
佐
藤

直
哉
さ
ん
（
上
川
地
区
）
が
議
長
団
に
選
任
さ
れ
、
本
総
会
が
総

正
組
合
員
数
３
１
７
名
に
対
し
、
本
人
出
席
75
名
・
委
任
状
22
名
・

議
決
権
行
使
書
面
１
６
５
名
、
議
決
権
総
数
２
６
２
名
に
よ
り
総

会
が
成
立
す
る
事
が
確
認
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
議
案
６
件
・
報
告

３
件
の
説
明
と
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
皆
様
の
慎
重
な
審
議
と
議
長
団
の
円
滑
な
議
事
進
行
に

よ
り
、提
出
議
案
全
て
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、閉
会
致
し
ま
し
た
。



生産者の皆様と役職員が一丸となって歩みを進め…生産者の皆様と役職員が一丸となって歩みを進め…

第17回通常総会　組合長挨拶第17回通常総会　組合長挨拶
　

上
川
中
央
農
協
第
17
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
愛
別
町
長
矢
部
福
二
郎
様
、
上
川
町
長
西
木

光
英
様
を
は
じ
め
、
両
町
の
議
会
議
長
様
、
農
業
委
員
会

会
長
様
、
商
工
会
会
長
様
、
森
林
組
合
組
合
長
様
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
代
表
理
事
会
長
、

並
び
に
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
運
営
委
員
会
会
長
の
西
本
護

様
、
各
連
合
会
旭
川
支
所
長
様
、
及
び
代
表
の
皆
様
、
上

川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
様
、
北
海
道
農
業
共
済

組
合
理
事
様
、
農
業
公
社
旭
川
支
所
長
様
、
上
川
生
産
連

常
務
理
事
様
、
大
雪
土
地
改
良
区
理
事
長
様
を
ご
来
賓
と

し
て
お
招
き
し
て
の
開
催
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
来

賓
の
皆
様
方
に
は
公
務
ご
多
用
の
折
、
御
出
席
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
春
作
業
で
お
忙
し
い
中
御
出
席

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
開
催
し
た
Ｊ
Ａ
組
合
員
懇
談
会

は
各
地
区
に
お
邪
魔
い
た
し
て
の
開
催
と
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
御
出
席
を
賜
り
有
意
義
な
懇
談
が

出
来
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
比
較
的
穏
や
か
な
年
明
け
で
雪
も
少
な
く
楽
な

冬
で
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
気
候
変
動
の
せ
い
な
の
か

本
州
各
地
で
は
乾
燥
状
態
か
ら
山
林
火
災
が
相
次
ぎ
、
家

屋
に
も
被
害
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
後
は
大

き
な
災
害
が
起
こ
ら
ず
に
、
平
穏
な
年
に
な
る
こ
と
を
願

う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
春
先
に
少
し
天
候
不

順
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
一
昨
年
の
よ
う
な
猛
暑

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
的
な
被
害
も
な
く
順
調
に
推
移
し
、
水
稲

作
況
指
数
１
０
４
に
な
る
な
ど
、
農
産
物
総
じ
て
豊
作
基

調
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
コ
メ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
夏
ご
ろ
よ
り
「
令
和
の

米
騒
動
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
環
境
の
中
、
春
先
の
出
荷

契
約
に
対
し
、
う
る
ち
で
１
０
７
％
、
も
ち
で
１
２
３
％

の
集
荷
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
は
生
産
者
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
玄
米
品
質
も
良
好
だ
っ
た
こ
と
と
価
格
の
上
昇

も
相
ま
っ
て
、
や
っ
と
一
息
つ
け
る
状
況
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

畑
作
も
、
全
体
的
に
品
質
・
収
量
と
も
良
い
出
来
と
な

り
、
青
果
に
お
い
て
は
全
般
的
な
高
値
相
場
や
直
接
販
売

の
取
り
組
み
の
強
化
と
、
生
産
者
の
ご
協
力
に
よ
り
販
売

実
績
を
大
き
く
伸
ば
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
上
川
地

区
の
大
根
は
前
年
比
１
３
０
％
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

き
の
こ
類
は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
や
顔
見
え
商
品
の
戦
略
に
よ
り
高

評
価
を
受
け
て
お
り
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

酪
農
、
畜
産
で
は
乳
量
の
増
加
や
乳
価
の
見
直
し
も
あ

り
ま
す
が
、
枝
肉
単
価
の
低
迷
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
販
売

取
扱
高
で
は
昨
年
実
績
を
約
６
億
５
千
万
円
上
回
る

59
億
８
９
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
生

産
者
各
位
の
ご
努
力
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
お
か
げ
と
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

信
用
、
共
済
、
購
買
事
業
を
含
め
た
決
算
内
容
に
つ
い

て
は
、
こ
の
後
議
案
説
明
で
お
示
し
致
し
ま
す
が
、
今
年

度
の
組
合
収
支
に
つ
い
て
は
光
熱
費
や
人
件
費
の
上
昇
な

ど
事
業
管
理
費
が
計
画
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
が
、
直
接

販
売
の
強
化
や
各
部
署
の
努
力
に
よ
り
、
前
年
度
繰
越
金

を
合
わ
せ
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
と
し
て
当
初
計
画
を
上

回
る
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
９
０
０
０
万
円
を
計
上
出
来
ま
し

た
こ
と
は
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
と
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

出
資
配
当
、
事
業
利
用
高
配
当
を
含
め
た
剰
余
金
処
分

案
も
議
案
の
中
で
ご
説
明
致
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
計
画
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
第
６
次
中
期
経
営
３
ヵ
年
計
画
に
つ
い
て
も

議
案
の
中
で
ご
説
明
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
改
訂

さ
れ
、
先
月
に
は
向
こ
う
５
年
間
を
重
要
と
す
る
、
基
本

計
画
も
閣
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
９
年
に
見
直
す

と
言
わ
れ
る
コ
メ
政
策
に
つ
い
て
も
本
格
的
な
議
論
を
開

始
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
課

題
が
多
く
、
働
き
方
改
革
・
最
低
賃
金
の
引
上
げ
・
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
に
伴
う
事
業
管
理
費
の
上
昇
に
対
応
す
べ
く
、

経
済
事
業
の
さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

き
の
こ
を
中
心
に
、
一
年
中
確
立
し
て
い
る
輸
送
網
と

い
う
強
み
を
武
器
に
、
直
接
販
売
事
業
を
拡
大
し
、
道
内

の
３
極
ス
ー
パ
ー
は
も
と
よ
り
、
道
外
の
大
手
量
販
店
に

対
し
て
も
九
州
・
沖
縄
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
上
川

産
大
根
を
中
心
に
販
売
の
拡
大
を
図
る
計
画
と
し
て
い
ま

す
。
コ
メ
に
つ
い
て
も
独
自
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
で
販
売
の
拡
大
を
図
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

生
産
者
各
位
に
は
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
法
定
脱
退
や
転
出
な
ど
に
よ
る
出
資
金
の

払
い
戻
し
に
よ
り
自
己
資
本
比
率
が
低
下
し
て
お
り
ま

す
。
財
務
基
盤
の
健
全
化
に
向
け
て
精
緻
化
後
の
正
組
合

員
の
皆
様
の
耕
種
経
営
規
模
反
当
あ
た
り
の
出
資
持
分
の

平
均
的
な
水
準
を
目
途
に
平
準
化
に
向
け
て
複
数
年
を
か

け
て
、
出
資
増
口
に
ご
協
力
頂
き
な
が
ら
組
合
資
本
の
増

強
に
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
10
年
以
上
据
え
置
い
て
い
る
賦
課
金
と
手

数
料
に
つ
い
て
も
次
年
度
に
向
け
て
議
論
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
固
定
資
産
の
取
得
と
し
て
本
所
色
選
施
設
の
給

袋
機
の
更
新
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
あ
と
は
修
繕
関
係

が
主
に
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

愛
別
町
内
で
進
め
て
い
る
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事

業
も
後
半
戦
に
入
り
、
整
備
後
の
水
田
を
活
か
し
た
コ
ス

ト
低
減
や
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
経
営
相

談
に
も
協
議
会
や
現
場
と
一
体
に
な
っ
て
推
進
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
暑
く
な
る
と
の
予
報
も
出
て
お
り
ま
す
が
、
平

年
作
を
基
本
に
生
産
物
取
り
扱
い
で
は
昨
年
を
上
回
る
計

画
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
将
来
的
に
も

少
々
厳
し
め
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
生

産
者
の
皆
様
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
歩
み
を
進
め
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
意
思

結
集
と
深
い
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
一
つ
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

度
々
お
願
い
を
し
て
い
る
経
緯
で
は
あ
り
ま
す
が
、
約
３

か
月
半
後
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
我
々
農
業
者
の
仲
間
を
代
表
し
て
、
前
道
北
な
よ
ろ

農
協
組
合
長
で
、
現
ホ
ク
レ
ン
代
表
監
事
の
「
東
野
秀
樹

氏
」
が
全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
農
政
組
織
で
あ
る
全
国
農

政
連
よ
り
全
国
比
例
区
に
擁
立
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
ご
案
内
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
地
元
北
海
道
か

ら
、
地
元
上
川
か
ら
わ
れ
ら
の
仲
間
を
国
政
の
場
に
送
る

と
い
う
初
期
の
目
的
達
成
の
た
め
、
今
一
度
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
の
拡
大
に
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
、
本
日
議
案
６
件
、
報
告
３
件
を
上
程

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
う
え
可
決
承
認
頂
き

ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和７年３月地区別懇談会意見書【要約版】令和７年３月地区別懇談会意見書【要約版】

　組合員の皆様にはお忙しい中、多数ご参加いただきありがとうございました。
お寄せいただきました主なご意見は次のとおりですので、お知らせします。

【総　務】──────────────────────────────────
Ｑ　出資金減少の主な理由は何か？

Ａ　減少の理由は様々ですが、離農や町外移転による脱退、また後継者への経営継承時における出資金
譲渡がなかったことなどによるものです。なお、組合員精緻化による減口も影響しています。

Ｑ　出資金増口の基準はどのようになっているか？
Ａ　当ＪＡは出資基準を設けてはいませんが、水稲生産者の面積当たり平均出資金額は 15,714 円／反と

なっています。今回の出資金増口依頼は、この平均と比べて極端に出資口数の少ない水稲生産者に複
数年かけて個別に出資増口を依頼させていただくこととしておりますので、ご理解くださるようお願
いします。
　なお、例年依頼しています出資配当金からの増口は、引き続き皆様へ依頼することとしています。

Ｑ　今回の出資増口の依頼は主に水稲生産者のようだが、きのこ生産者や畜産生産者はどうなのか？
Ａ　きのこ生産者や畜産生産者の出資金額は、水稲生産者の平均出資額より高い水準にあることから、

水稲生産者の面積当たり出資金の平準化を図ることを目的として実施したいと考えています。
Ｑ　今回の剰余金処分案について任意積立金（経営基盤強化積立金）を増やすこととしているが、出資配

当金からの増口依頼による自己資本比率の向上と何が違うのか？
Ａ　自己資本比率の向上という意味では同じことになりますが、経営基盤強化積立金は取崩が必要とな

る場合を除き、減少することはありませんが、出資金は組合員の申し出により減少する確定債務とな
ります。
　令和５年度までは肥料や飼料価格の高騰による影響を少しでも緩和するため、事業分量配当金を手
厚く行ってまいりましたが、今年度は経営基盤強化積立金を昨年より 1,100 万円積み増しさせていた
だきました。

Ｑ　当ＪＡの給与水準はあまり高くないと聞くが、ある程度の給与水準がないと職員の退職も増加するの
ではないか？
Ａ　人事院の給与勧告に基づき近年は給与水準の見直しを行っており、特に 20 ～ 30 代はある程度の給

与水準にあります。今回の第６次中期経営３ヵ年計画（Ｒ７～９年度）においても人事院の給与勧告
に伴う賃金の上昇を見込んでおり、今後も人材確保に努めてまいります。
　なお、すべての年代で見直しすることは財務的に難しい状況にあります。

Ｑ　第６次中期経営３ヵ年計画において当期剰余金が減少していく計画となっているが、その主な要因は
人件費によるところが大きいのか？
Ａ　人件費の上昇がすべてではありませんが、大きな要因であることは間違いありません。

　人員確保のためには適切な給与水準を確保することは避けられないことから、以前より大幅に人件
費（事業管理費）が上昇し、今後も増えていくと思慮されます。

Ｑ　選挙協力の話があったが、様々な政治家や政党にお願いする場面は多岐にわたるので、特定の候補者
だけのポスターを JA 事務所内に掲載するのはやめたほうが良いのではないか？
Ａ　ご意見として承ります。

【営　農】──────────────────────────────────
Ｑ　令和６年産米の集荷実績はどうだったのか？また、令和５年度より農産物取扱額が増額しているが、単

価によるものなのか、それとも取扱数量によるものか？
Ａ　米の集荷実績は令和５年産米より多く集荷でき、また出荷契約数量以上の集荷実績となりました。

なお、うるち米概算金の上昇により取扱額も増加しています。
　青果物におきましても特に大根で直接販売による販売単価の上昇と取扱量の増加により取扱額が増
えました。皆さまのご理解とご協力の賜物であり、大変感謝申し上げます。
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Ｑ　うるち米の価格が高い状況となっているが、うるち米を増やしてほしい要望はあるのか？
Ａ　北海道全体の令和７年産米の主食用配分では、前年対比１０４％で系統を含めて増やすこととなっ

ており、今後、各産地の作付動向が積み上がってくることとなります。
Ｑ　ふるさと納税の返礼品に農産物を増やす予定はないか？

Ａ　行政との話し合いをしており、新しい品目の検討もしています。
Ｑ　当ＪＡで作付されていない作物も取扱計画にあるが、仕入れはどのように行っているか？

Ａ　きのこの扱いがあることによって３６５日の商談と青果物を届けられる運送網を武器に、日々の商
談の中で求められたものを他の町から仕入れして販売しており、ラインナップが増えることで、地域
農産物の有利販売につなげてまいります。

Ｑ　直接販売を強化しているが、今後の地域振興作物の推進はどのように考えているか？
Ａ　直接販売の強化により、様々な農産物の有利販売に寄与できるものと考えています。

　また、振興作物なども人手不足等の理由により集約や縮小も生じていますが、引き続き施設園芸の
作付推進も行っていきますので、ご理解くださるようお願いします。

Ｑ　直接販売の強みを生かして今後の営農振興策に役立ててほしい。
Ａ　地域におられる農業者のためにも生かさせていただきたいので、今後ともご理解とご協力の程よろ

しくお願いします。
Ｑ　愛別地区における農機利用事業の見直し状況はどうなっているか？

Ａ　グレンドリル・プランターにつきましては、Ｒ６年度より各地区での管理運営となりました。また、
融雪剤散布機におきましてもＲ８年度から各地区での管理運営を目指して今年度中に整理したいと思
いますので、引き続き皆様のご理解とご協力の程よろしくお願いします。

Ｑ　中期経営３カ年計画は６年度実績をベースに今後の農畜産物取扱計画を盛り込んでいると思うが、販
売単価の上昇や直接強化による取扱高の更なる上向き計画は見込めないのか？
Ａ 　米は、概算金や追加払い金の上昇により令和７年度以降も価格を維持していくという意味合いが強

い計画となっています。また、 青果においては作付けが無くなる品目があるなか、大根などは増収計画
や直接販売を生かした単価の上昇により、増額の計画を見込んでおり、きのこ・畜産においても同様
で今後３ヵ年で更なる上向き計画を見込んでいます。
　今後の物価上昇率を見極める必要性はありますが、情勢を踏まえた計画を掲げていますので、ご理
解くださるようお願い申し上げます。

Ｑ　部門別損益計算書において販売事業が赤字になっているのはなぜか？また、営農指導事業配分後の農
業関連事業は今後、黒字になっていくのか？
Ａ　販売事業では、昨年・一昨年に行った米色彩選別施設の大規模改修による償却費の影響や近隣ＪＡ

と比較して販売手数料が低く抑えられていることが課題としてあり、管理費や人件費のうち共通管理
費や営農指導事業分の配分を行なった結果であり、黒字化が難しくなっている状況にあります。
　これらを踏まえて中期経営３カ年計画では、販売手数料率や賦課金の見直し、及び直接販売による
事業利益の上昇により安定的な販売事業に取組んでいくこととしております。

Ｑ　農業生産においても人員不足が生じていることからスマート農業を導入していきたいが、機械が高額
でハードルが高いので、補助事業などの情報提供をお願いしたい。
Ａ　補助事業は、機械の更新として認可されることはまず難しい状況にあります。ただ、農作業の効率

化やコスト低減に繋がるような内容となれば補助金としてのメニューが増えてきていますので、今後
も情報提供に努めてまいります。

【購　買】──────────────────────────────────
Ｑ　今年度申請をした免税軽油の使用可能時期が５月に入ってからの配送と言われた気がしたが、そこま

でかかるのか？
Ａ　申請遅れなどの理由があった場合は交付時期がずれ込むこともありますが、基本は４月から使用可

能となっています。現在の申請状況を確認してご連絡させていただきます。

INFORMATION
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農家経営に邁進されることを祈念し…農家経営に邁進されることを祈念し…

愛別町農民連盟解散愛別町農民連盟解散
3/283/28

愛別地区愛別地区
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友
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な
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誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
残
余
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ま
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て
は
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６
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し
、
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ま
す
。

●貸付金金利につきましては、長期プライムレートの変動に応じて見直しをしております。

固定 変動 固定 変動

出資金限度まで 2.00% ― 貯金金利＋0.5％ －

出資金限度超過 3.50% ― 9.70% －

貯金金利＋0.5％ ― 貯金金利＋0.5％ －

1.75% ― 1.75% －

制度資金金利に準ずる ― 住宅ローン金利に準ずる －

― 2.45% 証書貸付金 （准組合員用） 3.50% －

― 2.45% 3.70% 3.20%

正組合員（担保あり） 2.50% ― 3.70% 3.20%

正組合員（担保なし） 3.00% ― 5.20% 4.70%

1.90% ― 3.50% 3.20%

3.30% 3.00% ３年固定 －

3.50% ５年固定 －

（農地取得は2.20％） 10年固定 －

― 2.45% 4.20% 3.70%

5年以内 ― 3.00% 4.20% 3.70%

５年超 ― 3.20% 4.20% 3.40%

10年超 ― 3.40% － 3.40%

3.50% － 3.70%

（農地取得は2.20％）

25年以内 3.70% ―

2.70% 2.50%

2.70% 2.50%

－ 3.40%

主主なな資資金金のの貸貸付付利利率率

教育ローン

リフォームローン

自動車ローン

営農振興資金

―

区分
金利

資金名

ＪＡ農業経営サポートローン

農業経営高度化促進事業資金

金利

総合口座

貯金担保貸付

共済担保貸付

JA住宅ローンつなぎ資金

JAマイカーローン

区分 資金名

家畜導入資金

長期資金

新営農資金

制度資金つなぎ資金

共済担保貸付

貯金担保貸付

ＪＡ農業経営緊急支援資金

ＪＡフルスペックローン

農業経営継続特別支援資金

証書貸付金

短
期
資
金

●期間：令和７年４月１日～９月３０日　

短
期
資
金

農
業
資
金

長
期
資
金

カードローン
クミカン

JAフリーローン

3.20%ＪＡ農業経営ステップアップローン

20年以内

住宅資金借換ローン

それ以外

住宅ローン

長
期
資
金

生
活
資
金

住宅ローン

固定変動
金利選択型

長期資金

（注）

窓口 本所：金融共済課 金融係
支所：管理金融課 管理金融係

6－5312
２－1111

※注　住宅ローンにおける固定変動選択型（3・5・10年）の金利は、その都度
　　　ご相談に応じます。
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１．販売手数料
備 考

主食用米 352 円

加工用米 275 円 政府備蓄米含む

特定米穀 3.0 ％

米粉用米 3.0 ％

麦 類 小麦 319 円/俵 全道共計に係る料率

大豆 352 円/俵 全道共計に係る料率

その他豆類 3.0 ％ 全道共計以外の豆類

そ ば 440 円/俵

飼料用米（SGS含む）･WCS･

ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝｻｲﾚｰｼﾞ（ﾛｰﾙ）他

1.3 ％ ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ（ｻｲﾚｰｼﾞ原料）

大 根 2.5 ％

生 乳 1.3 ％

乳 肉 牛 市場販売 2.5 ％

素牛 2.0 ％

肥育牛 2.0 ％

２．特殊販売生産物手数料
品　　　　目 備 考

花 1.5 ％

インゲン・小ねぎ 1.2 ％

３．斡旋手数料
品　　　　目 備 考

2.2 円/本 地区斡旋

5.0 ％ その他

高圧釜性能検査 550 円/基

1.0 ％ 立会あり

0.1 ％ 導入精算のみ

令和７年度　手数料及び利用料金表

種　　　　　　　　　　　　　　　　　別 手　数　料

米 穀

豆 類

青

果

物

3.0 ％

き

の

こ

2.8 ％

肉 牛

3.0 ％

畜

産

物

き の こ

農 産 物

農

産

物

※１組合員から徴収する販売手数料の限度額を１，０００万円とします。

※特殊販売生産物については、料率を別に設定する場合があります。

※料金表の表示について

１．単価による場合は、税込表示となっております。
２．率による場合には、税抜き価格に率を乗じ、別途消費税（１０％）となります。

種　　　　　　別 料　　　　　率

１ 戸

苗

青 果 物

飼 料 作 物

６ 戸

き の こ

畜 産 物 素畜/トク

種　　　　　　別 料　　　　　率
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４．精米・調製施設利用料金 （消費税込み）

令和６年度 令和７年度

利 用 料 金 利 用 料 金

60㎏ 825 825

30㎏ 528 528

60㎏ 880 880

30㎏ 583 583

１㎏ 154 154

温 湯 消 毒 １㎏ 22 22

色 選 施 設 60㎏ 495 495

混 米 調 整

５．倉庫共選利用料金 （消費税込み）

令和６年度 令和７年度

利 用 料 金 利 用 料 金

１俵 50 50

１俵 50 50

１俵 264 264

Ｓ Ｇ Ｓ １㎏ 0.6 0.6

１俵 33 33

１俵 55 55

１㎏ 35 35

１㎏ 260 290

き の こ 100g 0.54 0.54

６．転作作業機械利用料金 （消費税込み）

令和６年度 令和７年度

利 用 料 金 利 用 料 金

10ａ 550 550 ９台

10ａ 330 330

10ａ 440 440

７．共同利用施設利用料 （単位：円、税別）

アスパラ共選料

※ラジコンヘリ・汎用コンバインは、法人組織へ業務を移行したため記載をしていません。

融 雪 剤 散 布 機

台　数 備　　　　　　　　　　　考機　　　械　　　名

オペレーター無し

オペレーター付き

単　位

入 庫 料

米 出 庫 料

６台

 　 〃

 　 〃

利 用 料

大根・馬鈴薯については経費実費に職員出役分事業管理費を負担

（飼料米　25円）

（飼料米　25円）

保 管 料
そ ば

出 庫 料

（飼料米　132円）

原料状況により都度協議の上、決定する。

保 管 料

区　分

野 菜

きのこ集出荷施設利用料

共 選 料

きゅうり

区　分 利用種目

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

単　位 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

玄 米

水 稲 種 子

玄 米

保 管 料

利用種目 単　位

玄米仕上げ

玄 米 色選有り

精 米

色 選 精 米

色選無し

玄 米

米 粉 （ 製 粉 ）

ラ ジ コ ン ボ ー ト

共 選 料

愛別地区（R6年度と同）

共同利用施設

施設償却費＋資産１％＋内部金利

舞茸センター

品　　目　・　項　　目 料　金　・　料　率 備　　　　　　　　　　　考

糞尿処理施設

上川地区（R6年度と同）農業機械施設

堆肥場

施設償却費＋内部金利＋管理費

上川地区（R6年度と同）

上川地区（R6年度と同）

施設償却費＋資産１％＋内部金利

施設償却費＋資産１％＋内部金利
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【農産物】 （消費税込み）

60㎏ 293 293

1,020㎏ 3,674 3,674

雑 穀 玄 米 60㎏ 266 266

そ ば 玄 米 45㎏ 200 200

20㎏ 67 67

25㎏ 74 74

【畜産物】 （消費税込み）

726 800

1,452 1,600

3,630 4,000

1,452 1,600

13,310 14,650

1,452 1,600

2,904 3,200

7,260 8,000

【その他】 （消費税込み）

666 666

1,065 1,065

4,356 4,356

4,356 4,356

7,260 7,260

7,260 7,260

726 726

※町外は、別途対応

※上記以外は、都度協議

ドリル

プランター

カルチ

コンバイン

融雪機

利用種目

重　　量

仔牛

重　　量

水稲種子

玄 米

素牛

成牛

仔牛

仔牛

素牛

素牛

成牛

牛

品　　名

上川支所～旭川

ロール大

ロール中 町内

町内
乾 草

令 和 ６ 年度 令 和 ７ 年度

旭川

旭川

上川支所～旭川

備　　　　　　　　　　　　　　　　考品　　名

上川支所～旭川

片道50㎞以上

安平市場

旭川

令 和 ６ 年度 令 和 ７ 年度

機械移 動代

令和７年度　ホクレントラック事業貨物運賃

町内

町内

品　　名

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

重　量 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

町内

令 和 ６ 年度 令 和 ７ 年度

米
PP 他

フレコン

町内

種 子

2025.5 10



【人事異動】 （４月１日付）

氏　　　名 新任配属部署名 前任配属部署名
小谷奈津子 総務部　総務課 課長 総務部　総務課 総務係長
小山　貴幸 金融部　金融課 課長 営農部　営農振興課 課長
牧野　知晴 金融部　共済課 課長 金融部　金融共済課 課長
渡邉　武文 営農部　営農振興課 課長 総務部　総務課 課長
黒田　和博 購買部　燃料課 課長 購買部　資材課 課長
金木　仁司 金融部　管理金融課 管理金融係長（上川支所） 営農部　上川営農センター 地域振興係長
莖津　和照 営農部　園芸開発課 園芸開発係長 金融部　金融共済課 共済係長
舟山　　徹 営農部　上川営農センター 上川営農センター係長 営農部　営農販売課 営農販売係長
北澤　知佳 金融部　管理金融課 管理金融係主任（上川支所） 総務部　総務課 総務係主任
斉藤　健太 営農部　営農販売課 営農販売係主任 営農部　営農販売課 営農販売係
久保　優香 総務部　総務課 総務係 金融部　金融共済課 金融係
岸田　佳奈 金融部　共済課 共済係 営農部　上川営農センター 地域振興係

井上　孝子 購買部　資材課 愛別資材係 総務部　企画課 企画係 兼融資審査課
融資審査係

大橋めぐみ 購買部　燃料課 愛別給油係 購買部　資材課 愛別資材係
金野　修斗 購買部　燃料課 上川給油係 購買部　資材課 上川資材係

準
職
員
→
正
職
員

原　

田　

三　

春

金
融
部
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係

久　

保　

優　

香

総
務
部
総
務
課
総
務
係

橋　

本　

早　

穂

営
農
部
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係

千　

葉　

麻　

理

営
農
部
上
川
営
農
セ
ン
タ
ー

上
川
営
農
セ
ン
タ
ー
係

（
４
月
１
日
付
）

改
め
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

2025.511

◆新規採用職員紹介（4/1付け）◆

天
あま

 野
の

　誠
せい

 弥
や

（22）
●部署／営農部営農販売課 営農販売係
●出身地／当麻町
●出身校／北海道立農業大学校
●趣味・特技／スノーボード・野球
●学生時代の No.1 ／卒業論文をクラスで１

番に終わらせた事
●組合員の皆様へ／はやく仕事に慣れ、皆様

の役に立ちたいです。よろしくお願いします。
※３ヶ月間の試用期間があります

お知らせ　　　新しい仲間をご紹介、みなさま宜しくお願いします

寺
てら

 村
むら

　澪
みお

(18)
●部署／総務部総務課 総務係
●出身地／東神楽町
●出身校／旭川龍谷高等学校
●趣味・特技／料理
●学生時代の No.1 ／学祭などの準備
●組合員の皆様へ／迷惑かけること多々あり

ますが、よろしくお願いします。
※３ヶ月間の試用期間があります

早
はや

 川
かわ

　璃
り

 音
おん

（18）
●部署／金融部金融課 金融係
●出身地／旭川市
●出身校／旭川農業高等高校
●趣味・特技／音楽を聞くこと
●学生時代の No.1 ／３年間ほとんど休まず

登校・農高ならではの資格を取ることがで
きた事

●組合員の皆様へ／まだまだ慣れない点もあ
りますが、少しでもみなさまのお役に立て
るよう頑張ります。

※３ヶ月間の試用期間があります

星
ほし

　響
ひびき

(18)
●部署／購買部資材課 愛別資材係
●出身地／旭川市
●出身校／旭川龍谷高等学校
●趣味・特技／格闘技
●学生時代の No.1 ／ｅスポーツ全国８位・

学祭のダンスや準備
●組合員の皆様へ／今日からお世話になりま

す。迷惑をかけてしまうと思うのですが、
早く仕事に慣れるよう頑張ります。

※３ヶ月間の試用期間があります

宮
みや

 越
こし

　虹
に

 瑚
こ

（18）
●部署／総務部企画課 企画係兼　融資審査課 融資審査係
●出身地／旭川市
●出身校／旭川龍谷高等学校
●趣味・特技／音楽を聞く事
●学生時代の No.1 ／たくさんアルバイトして、毎日頑

張って働いてた事
●組合員の皆様へ／初めてのお仕事でとても緊張していますが、任

された仕事を逸早く覚えて頑張ります。よろしくお願いします。
※３ヶ月間の試用期間があります



5 伊藤　博之 臨 金野　修斗 臨
平澤　憲吾計 48 32 80 47 28 75 1 4 

遠藤　翔太 正
上川給油係長

※正職員数には、試用職員を含んでおります。
　季節による短期雇用者は、記載しておりません。

パート数 0 1 1 0 2 2 0 
△2 △3 上川給油係
△1 △1 松村　伸二 正

臨職員数 10 7 17 11 9 20 △1 
正職員数 38 24 62 36 17 

(課長兼務)
大橋めぐみ (臨)

女 計 男 女 計 黒田　和博
53 2 7 9 

愛別給油係長
野澤　佳世 (正) 増田　晃平 臨男 女 計 男

愛別給油係※ 職員数 当月 前月 増減 課　　長
燃　料　課

４部１室11課１センター体制

髙野　奨一 （代理兼務）
四方　祥子 (正) 奥山　幸子 (臨)

URL http://www.ja-kamikawa.or.jp 課長代理 上川資材係長
川村　雄太 主 森　　建斗 正

FAX 01658-2-2140 上川資材係

(臨)TEL 01658-2-1111

〒　078-1744 岡田　　健 臨 宮林　郁恵 (臨)
住所　上川郡上川町北町189番地 星　　　響 試 井上　孝子

前田　将武 正 福井　彩香 (正)

愛別資材係TEL 01658-6-5311 購 買 部 22名 資　材　課
FAX 01658-6-4197 部　　長 課　　長 愛別資材係長

上川支所 伊藤　憲和 部長兼務 佐藤　　勲

〒　078-1495 長谷川　充

山﨑　三香 (臨)

住所　上川郡愛別町字本町125番地

本所 上川営農ｾﾝﾀｰ係長

上川営農ｾﾝﾀｰ係長

鈴木　慶幸

　従来通り購買部資材課で行う 髙島　　麗 正 木村　浩雅 正

※飼料の取扱経理については 斎藤　暢広 舟山　　徹
営農部営農販売課 センター長 上川営農ｾﾝﾀｰ係長

飼料取扱 上川営農センター

臨多羽田裕一 莖津　和照 那須　正勝 臨 竹内　博紀

上川営農センター係

竹本　真紀 (正) 千葉　麻理 (正)

丸子　朱美 (臨)

園芸開発係園芸開発課

ホームページ…総務部企画課
課　　長 園芸開発係長 相馬エリ子 (主) 伊藤　未来 (正)

橋本　早穂 (正)

(代表監事)
北原　智尚

清野　佳朗 営農販売係(販売・園芸経理Ｇ)
藤田美智子 (員外監事) 川村ゆきえ (正) 谷田　翔香 (正)

監 事 会
営農販売係長 天野　誠弥 試 渡辺　和彦 臨髙田　峰雄

後藤　政勝 佐藤　佳美
松木　優弥 正 山田颯大朗 正

代表理事組合長 常務理事
営農部付課長
(農地再編推進室） 出向　推進室　（地域振興係）

企画会議 営農販売係課　　長 営農販売係長
営農販売課

大村　正利 福島　慶喜
中川　　清 須賀　成浩 臨

亀谷　　誠 渡邉　武文 荒川　英宣 齋藤佐代子 (主)

部　　長 課　　長 営農振興係長 地域振興係

斉藤　健太 主 北山　宗太 正

営農経済委員長 営 農 部 34名 営農振興課

総務金融委員長
(企画課長兼務) (課長兼務) (宮越　虹瑚)兼務

農家経済対策委員会
藤村　仁美 融資審査課委員長 委　員
髙橋　勝彦

遠藤　初美 西村　賢吾 （課長兼務） 宮越　虹瑚 (試)

企　画　課
武田　明彦 委　員 理事１名 課　　長 企画係長

寺村　　澪 (試)
昔農　昌人 岩城　一憲 武田　明彦

企　画　係
田中　伊吹 臨

青木　光晴

青木　光晴 委員長 副委員長
奥山　春彦 小谷奈津子 (課長兼務) 久保　優香 (正)

課　　長 融資審査係長 融資審査係

営農・経済委員会
部　　長 課　　長 総務係長 総　務　係

(正)管理金融係長
松岡　康弘 金木　仁司総 務 部 7名 総　務　課岩城　一憲

伊藤しのぶ大村　正利

委　員 理事２名
松岡　康弘 昔農　昌人

福島　慶喜 鈴木　直美 原田　咲月 (正) 原田　三春
課長(支所長) 曽我　一宏 主 北澤　知佳 (主)

総務・金融委員会 管理金融課
(上川支所) 管理金融係長理 事 会 管理金融係

委員長 副委員長

牧野　知晴 （課長兼務） 佐藤　雅子 (主) 岸田　佳奈 (臨)

課　　長 共済係長 共　済　係
共　済　課

金融部長兼務 髙橋　勝彦 小山　貴幸 （課長兼務）
日谷　真一 正 大洲明日香 (正)

信用担当理事 部　　長 課　　長 金融係長

早川　璃音 (試) 森川由美恵 (パ)

金 融 部 16名 金　融　課 金　融　係

（令和７年４月１日現在） 室　　長 係　　長
奥　　智尚 臨

総務部長兼務 室長兼務
監査委託　ＪＡ北海道中央会

ＪＡ上川中央 業務機構図 内部監査室 1名 内部監査係

専門委員会
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第
１
回
臨
時
理
事
会

４
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

令
和
７
年
４
月
４
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

監
事
会
の
開
催
内
容
に
つ
い
て

　
　

監
事
の
役
員
報
酬
配
分
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

理
事
の
報
酬
配
分
に
つ
い
て

　
　

報
酬
配
分
額
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。

２　

信
用
事
業
運
営
に
伴
う
体
制
整
備

基
準
の
特
例
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
職
員
に
つ
い
て
信
用
事
業
に

お
け
る
在
籍
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た
。

３　

業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
　

令
和
６
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政

庁
提
出
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

令
和
７
年
度
各
種
手
数
料
及
び
利

用
料
の
設
定
に
つ
い
て

　
　

令
和
７
年
度
の
各
種
手
数
料
及
び

利
用
料
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

1
日　

辞
令
交
付

4
日　

第
17
回
通
常
総
会

　
　
　

第
１
回
臨
時
理
事
会

　
　
　

第
２
回
監
事
会

18
日　

畜
産
振
興
会
定
期
総
会

21
日　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

23
日　

第
３
回
定
例
理
事
会

（令和 7 年 4 月 4日現在）

正組合員戸数	 188 戸

総組合員数	 2,034 名

　正組合員数	 323 名

　　うち団体数	 32 団体

　准組合員数	 1,711 名

　　うち団体数	 53 団体

　タテのカギ↓ 　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ウ グ イ ス

３
月
号
の
答
え

組合員のうごき組合員のうごき

INFORMATION
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至至　　市市街街

お食事処　さつき

至至　　旭旭川川 国国道道3399号号

至至　　層層雲雲峡峡
ﾎﾎｸｸﾚﾚﾝﾝGGSS

大雪高原農産物直売所 　　ふふくくるる
朝もぎ市場   ここここでですす！！

家族旅行村

旧出光GS

P

安西鉄工

緑丘蔵

営業時間 ９時～１５時 ℡：080-1881-6737
住所 上川郡上川町旭町２５番地
午前10時よりオープンイベントとして、上川給油所の横できのこ汁の無料提供を行います。

オープン初日は、愛別町産きのこセットを数量限定販売、その他、愛ふくふくのあんもち、上川町の層雲峡ラーメン、ソフトクリーム

の他、「ふしこ」や「神川」といった地酒など、様々な商品を取り揃えています。

また、旬の野菜もご用意しておりますので、皆さんお気軽にお越しください。

スタッフ一同、皆さんのお越しをお待ちしています。

直直売売所所オオーーププンンにに関関すするるおお問問いい合合わわせせ先先 ℡℡::0011665588--22--11111133
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